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2C1030 濃度変動 を考慮 し た 大気拡散予 測手法 （そ の 1 ）
一

中立 お よ び不 安定条件下 の 濃度変動特性
一

O 佐藤　歩，佐田幸
一

，神焙 隆男 （電 中研 ）

1 ．は じめ に　可燃性 ガ ス や毒性 ガ ス の 漏洩時 に対 す る影響評価で は ，時間平均濃度の みで な く

瞬間濃度を評価す る こ とが重要 で あ る 。 本 報告 で は ， 申立 時 お よび不 安定時を模擬 した風洞実験

を行 い
， 濃度 に 関す る乱流 諸量 を比較 する こ と に よ り ， 濃 度変動 に与 える 熱的影響 に つ い て検討

を行 っ た 。

2 ．実験方法　実験 は電力中央研究所狛江研究所 に設置 され て い る 拡散実 験用風 洞 （測 定部 長 さ

20m， 幅 3m，高 さ 1．5m） を用 い て 行 っ た 。 煙源は ， 風洞 測定部入 口 よ り風 下方 向 4m の 位置 の 風

洞床面中央 に設置 し ， ト 1／ 一
サ ガ ス の 放出高 さ （zs ＞は 0．　im と した 。 不安定時の 実験で は

， 煙源

位 置 よ り風 下方 向 6m に わた り風 洞床面 を 90℃ に加熱 し， 不安 定 な大気境 界層 を再現 した 。 濃度

乱れ の 測定 に は ， 高応答性の 全 炭化水素分析計 （  テ ク ニ カ社製 THC−2A＞を使用 し， デ
ータの

サ ン プ リン グは各 測定 ご とに 2ms 間隔で 40 秒 間行 っ た 。

3 ．実 験結果 お よび 考 ，、 各風 下位置 （x／zs ＝10， 20， 30， 40）の 煙 軸上 に お け る濃度 変動値 （濃度

乱れ の 二 乗平均値 ）の 鉛 直分 布 を図 1 に示 す 。 濃度変動 値 は 各風下位置 に お け る最 大値 で無次元

化 し て 示す 。 不 安定 時 に お け る濃度 変動値 は 煙源 に 近い x ／zs ＝10 に お い て は 中立 時 と 同様 に ガ ウ

ス 分布 を示す 。また，X ／ZS が 増加 す る に つ れ て ，中立時 と同 様に鉛 直方向 に広 が る傾 向 を示す 。

しか し ， x／zs ＞20 の 地表付近 に お い て は ， 中立時 と明 らか に異な っ た挙動 を示 し， 煙源 高 さ付 近

と同程 度 に まで 濃度 変動 値 が増加 して い る こ とが わか る 。 こ れ は
， 不 安定時 に は

， 地表付 近 で 生

じる浮 力の 効 果 に よ り乱流運 動が 活発 と な り ， 相対 的 に大 きな濃度変 動が生 じて い る こ と を示 し

て い る 。
つ ぎに

，
プ ル ーム 内 の 最 大濃度値 を評価 す る た め

， 測定 デ ータ よ り 99 パ
ー

セ ン タ イ ル

値 （c99 ）を算 出 した 。 中立 時 お よ び不 安定 時の 99 パ ーセ ン タ イ ル 値 を濃度 変動 の rms 値 （c
’

）で 無

次元化 した c99 ／c
’

の 鉛 直分布 を図 2 に示 す。中立時，不安定時 ともに ，
　 c99 ／c

’

はプル ーム 内 に お

い て鉛 直方向に ほ ぼ
一

定 となる こ とがわ か る 。 中立 時に お ける結果は，従来の風 洞実験
ω

に よ り

得 られ て い る 値 （c99 ／c
’＝4．5〜5） と ほ ぼ 一

致 し て い る 。 また ， 今回 の 実験結果 よ り ， 中立時 の

み で な く不安 定時 におい て も最大 濃度 は濃 度 変動 の rms 値 よ り推定で きる こ とが示唆 され た 。
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図 1 濃度変動値の鉛直方向分布 （△ 中立
， ○不安定）
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　　　　　　　 図 299 パ ーセ ン タイル 値の鉛直方向分布

　　　　　　　　　 （Ox／zs ＝ 20，＜＞x／zs ＝ 30，△ x／zs ＝　40）
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